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【熱中症対策にキュウリはいかが？】
モデル：4世代の大家族　宮岡さん一家



議会改革特別委員会を
設置しました！

なるほど！
みんなが分かりやすい
議会にしてほしいな

Q 議会改革特別委員会って   
何をするところなの

今回の委員会では、何を調査・検討するの？

委員紹介

主に次のことをメインに調査・検討します。

町長選挙と
町議選挙の同日選挙

これらのテーマについて協議を重ね、より身近で開かれた議会を目指します。

町民のみなさんの声を大切にし、より信頼される議会づくりを進めていきます。

A議会の運営方法やルールを見直し、
より開かれた分かりやすい議会づくり
を進めるために調査・検討を行う委員
会です。

その他、議会改革等に
関すること

こども議会・
女性議会等の検討

1 2 3

定例会定例会

「議会だより」では全会一致で可決された議案などを抜粋して掲載します。

６月
定例会

第155回定例会が
６月３日から16日までの

14日間の会期で開催されました。

【議　案】

◆全会一致で受理・承認・可決された議案

報告・専決処分・追加議案以外の議案は各委員会に付託され、審査及び採決後、最終日に議決されま
した。委員会での審査内容は４〜５ページに掲載しています。

委員会設置　
◎議会改革特別委員会の設置　３ページ

報　告
◎令和７年度内子町一般会計繰越明許費繰越計算　ほか７件

議　認
◎内子町税条例一部改正の専決処分　ほか２件

条例の改正
◎内子町立公民館利用条例の一部改正　（総）４ぺージ 
◎内子町附属機関設置条例の一部改正　（総）４ぺージ
◎内子町企業誘致条例の一部改正　（産）４ページ

補正予算
◎令和８年度内子町一般会計補正予算（第１号）　（予）５ページ
◎令和８年度内子町介護保険事業特別会計補正予算（第１号）　（予）５ページ

契　約　
◎第６号　連続炊飯システム購入に係る物品購入契約
◎第28号　小田自治センター空調設備改修工事（２期）に係る工事請負契約
◎第29号　東沖自治会館新築工事（建築主体工事）に係る工事請負契約

付
託
先

（総）総務文教常任委員会  
（産）産業建設厚生常任委員会
（予）予算決算常任委員会

 

３
日 　
町
長
招
集
挨
拶
及
び
行
政
報
告

議
案
提
案

特
別
委
員
会
の
設
置

●
報
告
８
件

●
専
決
処
分
３
件

●
条
例
の
一
部
改
正
３
件

●
補
正
予
算
２
件

一
般
質
問（
２
議
員
）

議
会
広
報
常
任
委
員
会

 

４
日 　
一
般
質
問（
５
議
員
）

 

８
日 　
総
務
文
教
常
任
委
員
会

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

 

９
日 　
予
算
決
算
常
任
委
員
会

全
員
協
議
会

議
会
運
営
委
員
会　
　

 

16
日 　
各
委
員
長
か
ら
審
査
報
告

議
案
提
案　
　
　

●
物
品
購
入
契
約
１
件

●
工
事
請
負
契
約
２
件

議
決（
８
件
）

全議案全議案
全会一致全会一致

可決可決

委員長
久

くぼ

保　美
よしひろ

博  
副委員長

松
まつだ

田　　修
おさむ

委　員
下

しもの

野　安
やすひこ

彦 
委　員

向
むかい

井　一
ひとみ

富 
委　員

城
きど

戸　　司
まもる

  
委　員

酒
さかい

井　勝
かつや

也  
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６
月
14
日
追
加
議
案

物
品
購
入
契
約

　
◎
第
６
号　
連
続
炊
飯
シ
ス
テ
ム
購
入

　
　
　
　
　
に
係
る
物
品
購
入　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
１
５
４
０
万
円

　　
工
事
請
負
契
約

◎
第
28
号　
小
田
自
治
セ
ン
タ
ー
空
調

　
　
　
　
　
設
備
改
修
工
事
（
２
期
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
２
９
５
万
円

◎
第
29
号　
東
沖
自
治
会
館
新
築
工
事　
　
　
　
　
　

　
　
　
　
　
（
建
築
主
体
工
事
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
９
３
６
１
万
円

◎
令
和
８
年
度
内
子
町

　
一
般
会
計
補
正
予
算（
第
１
号
）

　
観
光
事
業
の
活
性
化
、
教
育
へ
の
支

援
、
商
工
業
の
活
性
化
、
魅
力
あ
る
風

景
や
生
活
の
基
盤
整
備
に
対
す
る
予
算

高
速
道
路
４
車
線
化
に
伴
う
光
フ
ァ
イ

バ
ー
ケ
ー
ブ
ル
移
設
費     

１
９
８
万
円

 

高
速
道
路
４
車
線
化
に
伴
う
移
設

費
を
な
ぜ
町
が
負
担
す
る
の
か
。

　

ま
た
、
四
国
電
力
・
Ｎ
Ｔ
Ｔ
と
の
費

用
分
担
は
。

 

企
画
情
報
課

　

ネ
ク
ス
コ
を
含
む
関
係
機
関
と
の
事

前
協
議
と
道
路
占
用
条
件
に
基
づ
き
、

町
の
光
ケ
ー
ブ
ル
は
町
負
担
、
各
社
設

備
は
各
社
負
担
と
な
る
。

企
業
誘
致
促
進
奨
励
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　
３
０
０
０
万
円

 

新
設
企
業
へ
の
固
定
資
産
税
免
除

の
期
間
や
総
額
な
ど
の
条
件
は
。

　

ま
た
、
終
了
後
は
業
績
に
関
わ
ら
ず

適
切
に
課
税
さ
れ
る
の
か
。

 

町
並
・
地
域
振
興
課

　

制
度
に
の
っ
と
り
、
５
年
間
の
固
定

資
産
税
免
除
、
総
額
１
億
円
以
内
が
条

件
で
あ
る
。
６
年
目
以
降
は
通
常
ど
お

り
の
取
扱
い
と
な
る
。

消
防
団
員
の
夜
間
・
雨
天
時
活
動
用
高

視
認
性
カ
ッ
パ
購
入　
　

  

２
３
１
万
円

 

今
年
度
１
５
０
着
を
購
入
す
る
が
、

残
り
の
必
要
数
や
購
入
時
期
は
。

 

総
務
課

　

消
防
団
員
約
７
０
０
名
に
対
し
、
残

り
５
５
０
着
が
必
要
。
来
年
度
当
初
予

算
に
計
上
し
、
早
急
に
整
備
す
る
。

防
災
・
学
校
行
事
の
安
全
対
策
と
し
て

気
象
予
測
シ
ス
テ
ム
導
入　

  　
44
万
円

 

局
地
的
豪
雨
時
、
本
シ
ス
テ
ム
で

ピ
ン
ポ
イ
ン
ト
に
状
況
を
把
握
し
、
気

象
庁
発
表
と
は
別
に
町
独
自
で
避
難
指

示
を
出
せ
る
の
か
。

 

総
務
課

　

本
シ
ス
テ
ム
は
民
間
企
業
独
自
の

デ
ー
タ
解
析
に
よ
る
た
め
防
災
業
務
の

内
子
町
立
公
民
館
利
用
条
例
一
部
改
正

　　
「
新
大
瀬
自
治
セ
ン
タ
ー
」
の
整
備
に

伴
う
利
用
料
等
の
改
定

 

町
外
利
用
者
は
、
利
用
料
を　

％

加
算
す
る
規
定
が
あ
る
が
、
１
人
で
も

町
外
の
人
が
含
ま
れ
て
い
た
場
合
、
加

算
対
象
と
な
る
の
か
。

 

自
治
・
学
習
課　

　

人
数
は
関
係
な
く
、
利
用
目
的
に
よ

り
判
断
し
て
お
り
、「
地
域
の
た
め
の
活

動
で
あ
れ
ば
」加
算
は
し
な
い
。

参
考
と
し
、
避
難
指
示
は
従
来
ど
お
り

気
象
庁
の
警
報
に
基
づ
き
判
断
す
る
。

学
校
施
設
ト
イ
レ
改
修
工
事

　
　
　
　
　
　
　
　
　

  

６
６
３
９
万
円

 

近
い
将
来
の
統
廃
合
を
見
据
え
、

経
費
抑
制
や
投
資
効
率
を
踏
ま
え
た
環

境
整
備
を
計
画
し
て
い
る
の
か
。

 

学
校
教
育
課

　

統
廃
合
に
つ
い
て
計
画
は
あ
る
も
の

の
、
ま
だ
決
定
で
は
な
い
。
現
在
通
学

す
る
児
童
・
生
徒
の
た
め
、
環
境
整
備

は
重
要
で
あ
る
。
ま
た
、
施
設
の
将
来

的
な
跡
地
利
用
を
見
据
え
た
整
備
は
、

効
果
が
期
待
で
き
る
と
考
え
る
。

 

地
域
の
つ
な
が
り
を
守
る
た
め
、

住
民
の
立
場
に
立
っ
た
運
営
を
。

 

自
治
・
学
習
課

　

今
後
と
も
地
域
に
愛
さ
れ
る
自
治
セ

ン
タ
ー
と
な
る
よ
う
、
柔
軟
な
運
用
に

努
め
て
い
く
。

内
子
町
附
属
機
関
設
置
条
例
一
部
改
正

　
「
内
子
町
内
遺
跡
調
査
指
導
委
員
会
」

お
よ
び「
内
子
町
文
化
財
保
存
活
用
地
域

計
画
協
議
会
」を
設
置

 

新
設
さ
れ
る
２
つ
の
組
織
は
、
そ

れ
ぞ
れ
ど
の
よ
う
な
役
割
を
も
ち
、
ど

の
よ
う
な
関
係
性
な
の
か
。

 

自
治
・
学
習
課

　
「
遺
跡
調
査
指
導
委
員
会
」
は
、
埋
蔵

文
化
財
に
特
化
し
、
専
門
的
な
見
地
か

ら
調
査
の
審
議
を
行
う
組
織
で
あ
る
。

　
「
地
域
計
画
協
議
会
」
は
、
遺
跡
だ
け

で
は
な
く
町
内
す
べ
て
の
文
化
財
を
網

羅
し
、
景
観
法
や
歴
史
的
風
致
維
持
向

上
計
画
な
ど
、
町
の
他
の
計
画
・
法
令

と
の
整
合
性
を
図
り
な
が
ら
全
体
の
保

存
活
用
を
調
整
す
る
組
織
で
あ
る
。

◎
令
和
８
年
度
内
子
町

　
介
護
保
険
事
業
特
別
会
計

　
補
正
予
算 （
第
１
号
）

介
護
認
定
審
査
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化

関
連
経
費　
　
　
　

        
１
７
５
万
円

 

審
査
会
の
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
伴

う
機
器
等
導
入
に
関
し
、
費
用
対
効
果

や
費
用
の
削
減
見
込
み
に
つ
い
て
、
ど

の
よ
う
な
検
証
を
行
っ
た
の
か
。

 

保
健
福
祉
課

　

印
刷
や
製
本
、
廃
棄
処
分
費
用
を
算

出
し
、
ペ
ー
パ
ー
レ
ス
化
に
よ
り
、
月

あ
た
り
約
２
万
５
０
０
０
円
の
削
減
が

見
込
め
る
。

　
　
委
員
会
で
の
採
決
は
、

　
内
子
町
企
業
誘
致
条
例
一
部
改
正

　
内
子
町
企
業
誘
致
審
議
会
の
委
員
構

成
お
よ
び
対
象
産
業
の
種
別
等
の
見
直
し

 

執
行
機
関
と
議
決
機
関
の
分
立
の

観
点
か
ら
、
他
の
審
議
会
で
は
議
員
は

除
外
さ
れ
た
は
ず
だ
が
、
本
審
議
会
に

規
定
が
残
っ
た
経
緯
と
改
正
理
由
は
。

 

町
並
・
地
域
振
興
課

　

過
去
の
見
直
し
で
本
審
議
会
の
規
定

が
残
っ
て
い
た
た
め
、
直
近
の
審
議
会

で
判
明
し
た
こ
と
を
機
に
、
権
限
の
独

立
性
の
原
則
に
基
づ
き
改
正
し
た
。

　
両
委
員
会
で
の
採
決
は
、

予
算
決
算
常
任
委
員
会

予
算
決
算
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会

総
務
文
教
常
任
委
員
会  

可決可決 可決可決議会でもペーパーレス化を進めています。 伊予遍路道下
しもさかば

坂場峠の発掘調査

防災、イベント運営に総合気象GISプラットフォー
ム「A

アマテラス
matellus」を利用

新大瀬自治センターの一部として米蔵も使用される

現在使用している内子学校給食センターの連続炊飯シス
テム

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

産
業
建
設
厚
生
常
任
委
員
会

50
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内子町議会
インターネット配信

内子町ホームページ
「議会事務局」

【
質
問
通
告
書
内
容
】

森も
り
な
が永　

和か
ず
お夫　

議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

７
ペ
ー
ジ

　
◎
不
登
校
児
童
生
徒
に
対
す
る
対
応　
◎
メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
対
策　

酒さ
か
い井　

勝か
つ
や也　

議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

８
ペ
ー
ジ

　
◎
財
政
調
整
金
、
各
種
基
金
の
イ
ン
フ
レ
下
の
対
応
策　
◎
公
共
施
設
へ
の
再
エ
ネ
導
入
に
よ
る
経
費
削
減
と
防
災
強
化

松ま
つ
だ田　

　
修お

さ
む　

議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

９
ペ
ー
ジ

　
◎
防
犯
カ
メ
ラ　
◎
一
次
産
業
対
策

久く
ぼ保　

美よ
し
ひ
ろ博　

議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

10
ペ
ー
ジ

　
◎
ワ
ク
チ
ン
接
種
で
防
げ
る
病
気　
◎
町
内
小
中
学
校
に
お
け
る
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

城き
ど戸　

　
司ま

も
る　

議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

11
ペ
ー
ジ

　
◎
町
立
幼
稚
園
、
小
・
中
学
校
等
の
再
編
計
画 　
◎
物
価
高
騰
対
策

下し
も
の野　

安や
す
ひ
こ彦　

議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・

12
ペ
ー
ジ

　
◎
棚
田
の
保
全　
◎
町
民
や
子
ど
も
を
守
る
防
犯
カ
メ
ラ
設
置　
◎
笑
顔
の
街
づ
く
り

山や
ま
も
と本　

　
徹と

お
る　

議
員
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
・
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・
・

13
ペ
ー
ジ

　
◎
里
山
の
く
ら
し
を
守
る
飲
用
水
や
生
活
用
水
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子
ど
も
た
ち
が
安
心
し
て
過
ご
せ
る
体
制
づ
く
り
を
！

【
不
登
校
児
童
生
徒
の
現
状
】　　

   

 

不
登
校
児
童
生
徒
が
増
加
傾
向
に

あ
る
状
況
を
、
教
育
委
員
会
と
し
て
ど

う
分
析
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、
こ
れ

ま
で
の
具
体
的
な
対
応
は
。

 

令
和
５
年
度
末
　
人
、
令
和
６
年

度
末
51
人
、
令
和
７
年
度
末
46
人
と
、

不
登
校
児
童
生
徒
数
は
増
加
傾
向
に
あ

る
。
要
因
は
対
人
関
係
や
学
習
の
悩
み

な
ど
多
様
化
し
て
い
る
。
教
室
に
入
れ

な
い
児
童
生
徒
に
は
保
健
室
や
空
き
教

室
で
居
場
所
を
確
保
し
、
登
校
で
き
な

い
児
童
生
徒
に
は
家
庭
や「
ふ
れ
あ
い

ル
ー
ム
」、
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

連
携
し
て
支
援
し
て
い
る
。

 

「
Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」
に
沿
っ

た
対
応
と
な
る
の
か
。

 

そ
れ
に
沿
っ
て
対
応
し
て
い
る
。

 

校
内
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー
は
設
置

し
て
い
る
の
か
。

 

設
置
し
て
い
な
い
が
、
各
校
で
空

き
教
室
等
を
活
用
し
、
見
守
り
を
含
め

実
質
的
に
運
営
し
て
い
る
。

【
ふ
れ
あ
い
ル
ー
ム
】　　
　
　
　
　

 

内
子
の
教
育
支
援
セ
ン
タ
ー「
ふ
れ

あ
い
ル
ー
ム
」は
、
こ
れ
ま
で
学
校
復
帰

を
前
提
と
し
て
き
た
の
か
。
ま
た
、「
Ｃ

Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン
」に
沿
っ
て
、
不
登

校
児
童
生
徒
の「
多
様
な
学
び
の
場
」
と

位
置
付
け
て
い
る
の
か
。

 

こ
れ
ま
で
は
学
校
復
帰
支
援
を
目

的
の
一
つ
と
し
て
き
た
が
、
実
際
は
学

校
復
帰
だ
け
を
目
標
と
せ
ず
、
個
別
支

援
や
体
験
活
動
を
通
じ
て
社
会
的
自
立

を
目
指
し
た
支
援
を
行
っ
て
い
る
。　

 

【
職
員
の
メ
ン
タ
ル
不
調
】　　
　
　

 

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
不
調
に
よ
る
休

職
者
の
現
状
を
ど
う
分
析
し
て
い
る
の

か
。
ま
た
、
今
後
の
対
策
は
。

 

本
町
の
メ
ン
タ
ル
不
調
に
よ
る
休

職
者
は
、
平
成
28
年
度
の
４
人
か
ら
令

和
７
年
度
に
は
10
人
と
な
り
、
全
体
の

４
％
を
占
め
全
国
平
均
を
上
回
っ
て
い

る
。
令
和
８
年
５
月
現
在
で
は
７
人
が

休
職
中
で
、
若
年
層
が
多
い
傾
向
に
あ

る
。
保
健
室
の
設
置
や
外
部
専
門
家
に

よ
る
研
修
・
相
談
会
を
通
じ
、
職
場
環

境
づ
く
り
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

 

メ
ン
タ
ル
不
調
で
休
職
し
た
職
員

は
、
民
間
で
い
う
労
災
に
あ
た
る
公
務

災
害
の
認
定
を
受
け
て
い
る
の
か
。

　
　 

公
務
災
害
の
認
定
は
受
け
て
い
な

い
。
１
件
申
請
が
あ
る
。

 

厚
労
省
の
指
針
や
、
総
務
省
の
通

知
が
求
め
て
い
る「
心
の
健
康
づ
く
り
計

画
」は
策
定
さ
れ
て
い
る
の
か
。

 

計
画
策
定
の
準
備
を
進
め
て
お
り
、

今
年
度
中
に
策
定
し
た
い
。

　
職
員
の
皆
さ
ん
が
町
の
た
め
、
町
民

の
た
め
、
公
務
員
と
し
て
の
職
責
を
十

分
に
果
た
せ
る
明
る
い
職
場
づ
く
り
を

お
願
い
し
、
質
問
を
終
わ
る
。

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

森
もりなが

永　和
かずお

夫　議員
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Ｃ
Ｏ
Ｃ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
プ
ラ
ン

　
誰
一
人
取
り
残
さ
な
い
学
び
の
実
現

を
目
指
し
、
不
登
校
児
童
生
徒
の
多
様

な
学
び
の
場
や
居
場
所
づ
く
り
を
進
め

る
文
部
科
学
省
の
施
策
。



 

金
利
上
昇
局
面
で
の
運
用
と
活
用
を
提
案

 

防
犯
カ
メ
ラ
で
犯
罪
防
止
を

　
現
在
、
我
が
国
は
年
率
２
〜
３
％
程

度
の
イ
ン
フ
レ
局
面
に
あ
る
。
現
金
を

そ
の
ま
ま
持
っ
て
い
れ
ば
安
全
と
い
う

常
識
が
通
用
し
な
い
時
代
に
入
っ
た
こ

と
を
意
味
す
る
。
現
金
毀
損
の
リ
ス
ク

か
ら
町
の
財
産
を
守
り
、
効
率
的
な
運

用
に
よ
っ
て
将
来
の
財
源
を
確
保
す
る

こ
と
は
喫
緊
の
課
題
で
あ
る
。

【
イ
ン
フ
レ
に
負
け
な
い
運
用
】　　

 

財
政
調
整
基
金
等
の
現
在
の
総
額

と
そ
の
運
用
内
容
、
現
在
の
預
金
先
や

運
用
手
法
を
伺
う
。

 

本
町
の
財
政
調
整
基
金
は
令
和
８

年
５
月
末
現
在
で
、
13
億
７
９
６
１
万

円
。
ま
た
、
各
種
積
立
金
の
合
計
は

72
億
６
０
５
万
円
。

　

現
在
、
運
用
手
法
に
つ
い
て
は
、
町

の
指
定
金
融
機
関
や
町
内
の
農
協
、
銀

【
防
犯
カ
メ
ラ
の
状
況
は
】　　
　
　

 

防
犯
カ
メ
ラ
の
犯
罪
抑
止
効
果
は
、

特
に
注
目
さ
れ
る
メ
リ
ッ
ト
の
一
つ
で

あ
る
。
内
子
町
が
主
体
と
し
て
設
置
し

て
い
る
防
犯
カ
メ
ラ
は
何
台
か
。

 

防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
台
数
は
、
本

庁
舎
や
分
庁
舎
な
ど
12
施
設
に
合
計
60

台
の
カ
メ
ラ
を
設
置
し
て
い
る
。

 

防
犯
カ
メ
ラ
へ
の
認
識
は
。

 

防
犯
対
策
と
し
て
高
い
効
果
が
あ

る
が
、
個
人
情
報
や
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
の

十
分
な
配
慮
が
必
要
と
考
え
る
。

 

自
治
会
よ
り
、
防
犯
カ
メ
ラ
設
置

希
望
が
あ
れ
ば
対
応
で
き
る
か
。

行
に
定
期
預
金
に
よ
る
運
用
を
し
て
い

る
。 

イ
ン
フ
レ
経
済
に
状
況
が
変
わ
っ

て
き
て
い
る
。
普
通
預
金
や
定
期
預
金

を
中
心
に
管
理
を
継
続
す
る
こ
と
に
、

理
由
が
あ
る
の
か
、
金
利
上
昇
局
面
に

よ
っ
て
、
短
期
国
債
等
を
活
用
し
た
運

用
を
す
る
こ
と
は
考
え
ら
れ
る
か
。

 
普
通
預
金
に
つ
い
て
は
、
年
度
途

中
の
基
金
取
崩
し
に
対
応
す
る
た
め
、

一
般
会
計
へ
の
繰
入
れ
を
見
込
み
、
予

算
額
を
基
に
一
定
額
を
預
け
入
れ
て
い

る
。
金
利
上
昇
に
迅
速
に
対
応
す
る
観

点
か
ら
も
、
現
状
で
は
短
期
債
券
で
の

運
用
が
望
ま
し
い
と
認
識
し
て
い
る
。　
　
　

　

町
の
事
業
動
向
や
運
用
可
能
な
基
金

の
状
況
を
精
査
し
な
が
ら
、
前
向
き
に

検
討
し
て
ま
い
り
た
い
。

　

ま
た
、
専
門
的
知
見
を
有
す
る
金
融

機
関
か
ら
定
期
的
に
市
場
動
向
等
の
情

報
提
供
を
受
け
て
い
る
。

　

今
後
も
安
全
性
を
確
保
し
た
上
で
、

基
金
運
用
を
検
討
し
て
い
く
。

 

現
在
は
公
共
施
設
に
限
ら
れ
て
お

り
、
住
民
や
自
治
会
の
要
望
に
よ
る
設

置
は
行
っ
て
い
な
い
。

 

個
人
で
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
を
希

望
す
る
方
へ
の
補
助
は
あ
る
の
か
。

 

現
在
の
と
こ
ろ
、
個
人
設
置
に
対

す
る
補
助
は
設
定
し
て
い
な
い
。

【
内
子
の
一
次
産
業
に
つ
い
て
問
う
】

　

 

「
第
　
回
全
国
植
樹
祭
え
ひ
め

２
０
２
６
」で
は
、
森
林
整
備
や
木
材
利

用
へ
の
理
解
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

【
浄
化
セ
ン
タ
ー
再
エ
ネ
設
備
導
入
】

 

内
子
町
の
浄
化
セ
ン
タ
ー
等
の
施

設
運
営
に
お
け
る
電
気
代
は
大
き
な
負

担
に
な
っ
て
い
る
。

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
等
の
維
持
管
理
費
に

つ
い
て
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
高
騰
が
経

営
に
与
え
て
い
る
影
響
は
。

 

昨
今
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
価
格
及
び
物

価
の
高
騰
は
、
経
営
面
及
び
予
算
執
行

面
に
影
響
を
与
え
て
い
る
。
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
汚
水
処
理
過
程
に
お
い
て
膨
大

な
電
力
を
消
費
す
る
た
め
、
電
気
料
金

の
単
価
上
昇
に
よ
り
、
動
力
費
が
当
初

の
想
定
を
超
え
て
大
き
く
膨
ら
む
要
因

と
な
っ
て
い
る
。

　

令
和
７
年
度
の
内
子
町
浄
化
セ
ン

タ
ー
の
処
理
場
費
の
内
、
動
力
費
の
処

理
場
費
に
お
け
る
割
合
は
15
％
と
な
っ

て
い
る
。

　

令
和
６
年
度
と
７
年
度
の
比
較
を
示

す
と
、
約
５
％
上
昇
し
て
い
る
状
況
。

 
太
陽
光
パ
ネ
ル
及
び
蓄
電
池
の
設

置
を
提
案
す
る
。
こ
の
事
業
に
は
外
部

資
金
が
活
用
で
き
る
。
自
家
消
費
を
高

め
る
こ
と
は
、
将
来
の
負
担
の
軽
減
に

つ
な
が
り
、
値
上
げ
を
抑
制
す
る
こ
と

し
て
お
り
、「
森
林
を
守
り
育
て
る
取
り

組
み
」が
大
会
で
宣
言
さ
れ
た
。

　

現
在
、
内
子
町
が
進
め
て
い
る
林
業

施
策
は
、
こ
の
植
樹
祭
で
謳
わ
れ
た
趣

旨
に
ど
の
よ
う
に
合
致
し
具
体
化
さ
れ

て
い
る
の
か
。

 

補
助
金
・
財
政
支
援
を
入
口
と
し

つ
つ
も
、
そ
れ
に
終
始
す
る
こ
と
な
く
、

持
続
的
な
林
業
経
営
と
、
森
林
の
公
益

的
機
能
の
発
揮
に
向
け
て
中
長
期
的
な

視
点
で
施
策
を
展
開
す
る
。

 

個
人
林
家
が
生
活
で
き
る
収
入
を

得
ら
れ
る
施
策
は
。

 

現
在
、
山
の
方
で
捨
て
ら
れ
て
い

た
未
利
用
材
が
、
１
㎥
あ
た
り
８
０
０
０

円
位
の
単
価
で
買
い
取
ら
れ
て
お
り
、

こ
れ
ら
を
有
効
活
用
し
て
ほ
し
い
。

　
運
賃
や
人
件
費
を
考
え
る
と 

林
家
が

生
業
と
し
て
取
り
組
め
る
レ
ベ
ル
で
は

な
い
と
考
え
る
。

　
町
で
で
き
な
い
こ
と
は
、
国
を
動
か

し
て
検
討
い
た
だ
き
た
い
。

が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　

浄
化
セ
ン
タ
ー
へ
の
再
エ
ネ
設
備
の

導
入
を
検
討
す
べ
き
だ
と
考
え
る
。

 

本
年
度
、
環
境
省
の
補
助
事
業
を

活
用
し
、
調
査
を
実
施
し
て
い
る
。
こ

の
調
査
で
は
、
施
設
の
立
地
や
ハ
ザ
ー

ド
マ
ッ
プ
の
指
定
状
況
、
太
陽
光
発
電

設
備
の
導
入
規
模
や
発
電
量
の
推
計
、

電
気
料
金
削
減
効
果
や
Ｃ
Ｏ
２
排
出
抑
制

効
果
の
分
析
を
行
う
。
８
月
中
を
め
ど

に
中
間
報
告
が
示
さ
れ
る
予
定
で
あ
り
、

そ
の
結
果
を
踏
ま
え
、
導
入
に
つ
い
て

も
検
討
し
た
い
。

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

 
高
齢
化
が
進
む
農
業
だ
が
、
定
年

後
の
再
雇
用
制
度
期
間
の
対
象
者
に
農

業
従
事
に
特
化
し
た「
地
域
お
こ
し
協
力

隊
」並
み
の
待
遇
を
行
う
こ
と
で
内
子
の

農
業
の
底
上
げ
が
で
き
な
い
か
。

 

定
年
後
に
農
業
へ
の
参
入
を
希
望

す
る
方
が
い
る
こ
と
を
踏
ま
え
る
と
、

農
業
従
事
者
の
確
保
の
観
点
か
ら
有
効

な
手
段
の
一
つ
に
な
り
得
る
も
の
で
あ

る
。
農
業
に
関
心
を
持
つ
皆
様
が
一
歩

を
踏
み
出
し
や
す
い
環
境
づ
く
り
に
努

め
て
い
き
た
い
。

 

繁
忙
期
に
し
っ
か
り
と
支
援
で
き

る
体
制
と
し
て『
お
手
伝
い
シ
ス
テ
ム
』

を
整
備
し
、
安
心
し
て
農
業
に
取
り
組

め
る
環
境
を
構
築
す
べ
き
と
考
え
る
が
。　

 

Ｊ
Ａ
の
無
料
職
業
紹
介
所
を
は
じ

め
と
し
た
既
存
の
取
り
組
み
が
、
農
業

者
の
皆
様
に
と
っ
て
有
効
に
機
能
す
る

よ
う
に
、
情
報
提
供
や
周
知
に
努
め
な

が
ら
、
よ
り
使
い
や
す
い
環
境
づ
く
り

に
向
け
た
手
段
を
検
討
し
た
い
。　

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

酒
さかい

井　勝
かつや

也　議員松
まつだ

田　　修
おさむ

　議員
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ワ
ク
チ
ン
で
防
げ
る
病
気

 

納
得
で
き
な
く
て
も
理
解
し
て
も
ら
う
ま
で
丁
寧
に

【
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ
ン
接
種
】　　
　

 

令
和
７
年
度
の
帯
状
疱
疹
ワ
ク
チ

ン
接
種
者
の
人
数
は
。

 

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
別
に
、
１
回
接

種
の
生
ワ
ク
チ
ン
が
56
人
、
２
回
接
種

の
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
接
種
者
が
２
１
６

人
で
合
計
２
７
２
人
。
接
種
率
21
・
６
％

で
あ
る
。

 

町
独
自
で
取
り
組
ん
だ
当
初
か
ら

自
己
負
担
金
は
変
わ
っ
て
な
い
か
。

 

国
の
定
期
接
種
に
な
っ
た
令
和
７

年
度
当
初
は
、
組
換
え
ワ
ク
チ
ン
の
方

で
自
己
負
担
金
１
万
６
５
０
０
円
の
設

定
で
あ
っ
た
が
、
医
師
会
等
と
協
議
し

た
結
果
、
令
和
８
年
度
よ
り
組
換
え
ワ

ク
チ
ン
で
１
万
５
０
０
円
の
負
担
金
と

【
統
廃
合
は
仕
方
な
い
ん
か
な
ー
】　

 

学
校
等
の
再
編
計
画
は
こ
れ
ま
で

の
答
弁
に
沿
っ
て
い
る
か
。

 

こ
れ
ま
で
答
弁
し
て
き
た
と
お
り
、

今
回
の
再
編
計
画
で
は
、
子
ど
も
に
と
っ

て
ど
う
か
を
最
優
先
の
視
点
と
し
て
い

る
。

　

今
後
は
、
対
象
と
な
る
各
学
校
の
保

護
者
、
必
要
に
応
じ
地
域
住
民
に
対
し
、

説
明
会
や
対
話
の
場
を
開
く
。

 

近
い
将
来
の
統
合
や
、
中
学
校
の

部
活
動
を
考
慮
し
、
一
歩
踏
み
込
ん
だ

統
廃
合
と
い
う
話
は
出
な
か
っ
た
か
。

 

教
育
改
革
懇
談
会
で
も
そ
う
し
た

意
見
は
あ
っ
た
が
、
リ
ス
ク
が
多
い
こ

と
か
ら
、
最
終
で
は
な
く
段
階
を
踏
ん

な
っ
た
。
そ
の
関
係
も
あ
り
昨
年
度
途

中
か
ら
本
年
度
に
お
い
て
差
額
の
償
還

払
い
の
案
内
を
し
て
い
る
。

 

国
の
定
期
接
種
は
、
原
則　

歳
の

人
と
70
歳
か
ら
５
歳
刻
み
の
年
齢
の
人

が
対
象
と
な
る
が
、
例
え
ば
現
在
66
歳

の
人
は
、
70
歳
と
な
る
４
年
後
ま
で
接

種
を
待
つ
こ
と
に
な
る
。

　

66
歳
以
上
の
町
民
を
対
象
に
助
成
事

業
を
創
設
し
て
定
期
接
種
の
年
度
を
待

た
ず
に
ワ
ク
チ
ン
接
種
が
で
き
る
よ
う

に
す
る
考
え
は
な
い
か
。

 

４
年
間
待
っ
て
い
る
期
間
に
発
症

し
て
し
ま
う
リ
ス
ク
は
あ
る
が
、
国
の

制
度
に
の
っ
と
り
取
り
組
ん
で
い
く
。

【
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
】　　
　
　

 

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
に
よ
っ
て

引
き
起
こ
さ
れ
る
呼
吸
器
感
染
症
で
、

乳
幼
児
の
主
要
な
原
因
ウ
イ
ル
ス
と
さ

れ
る
。

　

予
防
医
療
と
し
て
、
肺
炎
球
菌
感
染

症
、
高
齢
者
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
、
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
、
帯
状
疱
疹
と
と
も

に
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
つ
い
て

で
再
編
を
進
め
る
こ
と
と
な
っ
た
。

 

統
廃
合
を
し
た
場
合
の
通
学
に
問

題
は
な
い
か
。

 

小
学
校
１
〜
３
年
生
が
、　
分
以
上

通
学
バ
ス
に
乗
る
の
は
負
担
が
大
き
い

と
の
意
見
を
反
映
し
た
。

 

大
瀬
小
学
校
ま
た
は
小
田
小
学
校

が
単
独
校
と
し
て
存
続
す
る
こ
と
を
希

望
す
る
場
合
は
、
両
校
の
統
合
を
見
送

る
と
い
う
一
文
は
削
除
し
た
ほ
う
が
良

い
の
で
は
な
い
か
。

 

こ
の
部
分
は
最
初
の
答
申
か
ら
変

更
し
た
。

　
パ
ブ
リ
ッ
ク
コ
メ
ン
ト
で
、「
小
田
小

学
校
を
単
独
で
残
し
て
ほ
し
い
」
も
し

く
は「
内
子
小
学
校
と
統
合
し
た
い
」
と

い
っ
た
も
の
を
反
映
さ
せ
た
。

 

両
校
が
単
独
で
存
続
を
望
ん
だ
場

合
、
個
人
的
に
内
子
小
学
校
へ
の
通
学

を
希
望
す
れ
ば
認
め
ら
れ
る
か
。

も
、
町
民
へ
の
周
知
と
感
染
予
防
へ
の

注
意
喚
起
を
行
っ
て
は
ど
う
か
。

 

高
齢
者
は
定
期
予
防
接
種
の
対
象

外
で
あ
り
、
感
染
原
因
と
し
て
飛
沫
感

染
や
接
触
感
染
が
挙
げ
ら
れ
て
い
る
。

今
後
、
他
の
感
染
症
へ
の
注
意
喚
起
も

含
め
、
広
報
や
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
等
で
周

知
に
努
め
る
。

 

Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク
チ
ン
は
、
妊

婦
の
接
種
に
よ
り
胎
児
へ
免
疫
が
移
行

し
、
出
生
後
の
乳
幼
児
の
重
症
化
を
予

防
す
る
母
子
免
疫
ワ
ク
チ
ン
と
、
60
歳

以
上
の
高
齢
者
を
対
象
と
し
た
重
症
化

予
防
ワ
ク
チ
ン
の
２
種
類
が
承
認
・
実

用
化
さ
れ
て
い
る
。

　
接
種
費
用
は
高
額
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

生
涯
を
通
じ
た
予
防
接
種
の
推
進
は
健

康
寿
命
の
延
伸
に
つ
な
が
る
と
考
え
る

が
、
町
独
自
の
助
成
制
度
を
創
設
す
る

考
え
は
な
い
か
。

 
国
の
定
期
接
種
化
の
動
向
を
注
視

し
て
い
く
。
現
段
階
で
は
町
独
自
の
予

防
接
種
助
成
は
考
え
て
い
な
い
。

 

校
区
外
通
学
の
制
度
は
あ
る
が
、

本
件
の
理
由
は
そ
の
対
象
に
該
当
し
な

い
た
め
、
教
育
委
員
会
と
し
て
認
め
る

こ
と
は
で
き
な
い
。

 

実
施
時
期
が
令
和　

年
３
月
末
は
、

理
解
を
得
る
の
に
短
く
な
い
か
。

 

こ
れ
は
再
編
計
画
で
あ
り
、
目
標

で
も
あ
る
の
で
、
保
護
者
や
地
域
の
方

に
お
願
い
を
し
た
い
。

 

学
校
は
地
域
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

核
と
し
て
、
防
災
、
保
育
、
地
域
の
交

流
の
場
等
の
機
能
を
あ
わ
せ
持
つ
。

　
ま
た
、「
防
災
拠
点
や
児
童
生
徒
の
放

課
後
や
週
末
の
活
動
拠
点
、
文
化
、
ス

ポ
ー
ツ
の
活
動
拠
点
、
地
域
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
の
精
神
的
支
柱
」と
文
部
科
学
省
の

手
引
き
に
書
い
て
あ
る
。

　
統
廃
合
後
の
施
設
の
活
用
は
。

 

再
編
計
画
に
、
廃
校
と
な
る
学
校

施
設
の
具
体
的
な
活
用
方
法
は
示
し
て

い
な
い
。

　

地
域
住
民
に
と
っ
て
学
校
は
、
長
年

親
し
ま
れ
て
き
た
象
徴
的
な
場
所
で
あ

る
と
同
時
に
、
そ
の
跡
地
活
用
は
地
域

【
町
内
小
中
学
校
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
】

 

こ
れ
か
ら
先
、
町
と
し
て
防
犯
カ

メ
ラ
設
置
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
取
り

組
ん
で
い
く
考
え
か
。

 

町
内
の
学
校
１
校
で
校
内
ト
ラ
ブ

ル
が
発
生
し
た
こ
と
を
受
け
、
保
護
者

よ
り
早
急
な
防
犯
カ
メ
ラ
設
置
要
望
が

あ
っ
た
。
６
月
補
正
予
算
に
計
上
し
、

町
内
の
学
校
施
設
に
お
い
て
防
犯
、
不

審
者
対
策
と
し
て
設
置
に
向
け
て
計
画

的
に
取
り
組
ん
で
い
く
。

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

に
と
っ
て
極
め
て
重
要
な
課
題
で
あ
る

と
認
識
し
て
い
る
。

　

再
編
計
画
に
お
い
て
、
廃
校
と
な
る

学
校
施
設
や
跡
地
の
活
用
に
つ
い
て
も
、

他
の
活
用
事
例
を
参
考
に
、
地
域
の
大

切
な
共
有
財
産
と
い
う
視
点
を
軸
に
、

有
効
活
用
を
考
え
て
い
き
た
い
。

　

教
育
委
員
会
と
し
て
は
、
先
ほ
ど
述

べ
た
と
お
り
、
今
後
、
再
編
計
画
に
沿
っ

て
該
当
す
る
小
・
中
学
校
で
順
次
説
明

会
を
実
施
し
、
施
設
利
用
に
つ
い
て
も
、

ご
意
見
を
伺
い
な
が
ら
関
係
機
関
と
協

議
を
行
う
。

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

久
くぼ
保　美
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棚
田
百
選
に
選
ば
れ
た
泉
谷
の
棚
田
は
ど
う
な
る

 

里
山
の
く
ら
し
を
守
る
飲
用
水
や
生
活
用
水
の
現
状

【
泉
谷
の
棚
田
の
保
全
】　　
　
　
　

 

泉
谷
の
棚
田
は
百
選
選
定
か
ら　

年
経
ち
後
継
者
不
足
が
課
題
だ
。
現
在

の
保
全
状
況
や
今
後
の
町
と
し
て
の
取

り
組
み
は
。

 

泉
谷
の
棚
田
は
多
角
的
な
保
全
活

動
を
展
開
し
て
き
た
が
、
現
在
は
小
学

校
の
体
験
学
習
の
み
継
続
す
る
。
高
齢

化
や「
泉
谷
地
区
の
棚
田
を
守
る
会
」
の

解
散
等
で
維
持
は
極
め
て
困
難
で
あ
り
、

景
観
変
化
も
進
む
現
状
で
あ
る
。

 

か
つ
て
実
施
さ
れ
て
い
た
棚
田

オ
ー
ナ
ー
制
度
の
中
止
時
期
と
、
廃
止

に
至
っ
た
具
体
的
な
要
因
は
何
か
。

【
里
山
の
水
を
守
る
に
は
】　　
　
　

 

里
山
で
は
小
川
や
湧
き
水
を
利
用

す
る
世
帯
で
、
水
源
の
枯
渇
や
濁
り
に

よ
り
生
活
に
支
障
が
生
じ
て
い
る
。
利

用
世
帯
数
や
水
質
検
査
の
状
況
は
。

 

上
水
道
未
普
及
世
帯
は
約
３
９
０

世
帯
と
推
計
し
て
い
る
。
湧
水
や
井
戸

水
の
水
質
は
利
用
者
が
管
理
し
て
お
り
、

令
和
７
年
度
の
水
質
検
査
申
請
は
７
件

あ
っ
た
。

 

湧
水
や
井
戸
水
を
安
心
し
て
利
用

す
る
た
め
、
水
質
検
査
費
用
や
町
の
補

助
制
度
は
な
い
か
。

 

水
質
検
査
費
用
は　

項
目
で
約

７
９
０
０
円
。
助
成
制
度
は
な
い
が
、

水
質
検
査
の
周
知
・
啓
発
を
行
い
、
公

 

令
和
２
年
に「
守
る
会
」が
解
散
し

て
お
り
、
そ
れ
以
前
に
無
く
な
っ
て
い

る
も
の
と
思
わ
れ
る
。

 

静
岡
県
富
士
市
大お
お
ぶ
ち
さ
さ
ば

淵
笹
場
の
よ
う

に
、
地
域
・
行
政
・
企
業
と
協
働
し
て

景
観
を
守
れ
な
い
か
。

 

か
つ
て
活
発
だ
っ
た
活
動
も
高
齢

化
や
解
散
で
衰
退
し
た
が
、
現
在
は
シ
ャ

ク
ナ
ゲ
の
植
栽
が
進
む
。
今
後
は
地
域

や
行
政
、
応
援
団
が
連
携
し
、
こ
の
貴

重
な
景
観
を
守
る
議
論
を
進
め
て
い
き

た
い
。

営
水
道
へ
の
切
り
替
え
や
基
盤
整
備
を

進
め
る
。

 

水
質
検
査
費
用
へ
の
補
助
を
検
討

で
き
な
い
か
。

 

補
助
制
度
は
設
け
て
い
な
い
が
、

衛
生
管
理
の
重
要
性
を
周
知
す
る
と
と

も
に
、
公
営
水
道
へ
の
接
続
を
促
し
、

安
全
な
飲
用
水
の
確
保
を
図
る
。

 

地
域
に
よ
り
設
備
は
異
な
る
が
、

飲
用
水
設
備
の
整
備
に
対
す
る
町
の
支

援
は
あ
る
の
か
。

【
防
犯
カ
メ
ラ
の
設
置
は
】　　
　
　

 

闇
バ
イ
ト
や
詐
欺
が
多
発
す
る
中
、

子
ど
も
の
安
心
・
安
全
を
守
る
た
め
、

プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
死
角
の

な
い
場
所
を
選
ん
で
、
学
校
等
の
公
共

施
設
へ
防
犯
カ
メ
ラ
を
設
置
す
る
考
え

は
あ
る
か
。

 

不
審
者
対
策
と
し
て
、
プ
ラ
イ
バ

シ
ー
に
配
慮
し
つ
つ
、
学
校
等
の
公
共

施
設
へ
優
先
順
位
の
高
い
順
に
防
犯
カ

メ
ラ
を
設
置
し
て
い
く
。

 

一
定
要
件
を
満
た
す
飲
用
水
施
設

の
新
設
・
補
修
に
、
最
大
２
０
０
万
円

を
補
助
す
る
。

 

渇
水
時
に
飲
用
水
の
確
保
が
困
難

な
高
齢
世
帯
等
へ
の
支
援
体
制
は
。

 

渇
水
時
は
水
源
地
で
無
料
給
水
を

行
う
。
運
搬
困
難
な
高
齢
世
帯
へ
の
定

期
支
援
は
未
整
備
だ
が
、
地
域
と
連
携

し
必
要
な
支
援
を
検
討
す
る
。

 

上
水
道
へ
の
切
り
替
え
を
希
望
す

る
世
帯
へ
の
高
額
な
負
担
に
対
す
る
支

援
策
は
あ
る
か
。

 

公
営
水
道
へ
の
切
り
替
え
は
重
要

と
認
識
。
受
益
者
負
担
金
は
、
国
庫
補

助
事
業
は
事
業
費
の
10
％
、
町
単
独
事

業
は
20
％
と
し
、
補
助
事
業
の
活
用
に

よ
り
負
担
軽
減
を
図
る
。　

 

町
民
の
飲
用
水
の
確
保
に
つ
い
て
、

ど
の
よ
う
に
考
え
て
い
る
か
。

【
笑
顔
の
ま
ち
づ
く
り
】　　
　
　
　

 

研
修
で
訪
れ
た
佐
賀
県
上
峰
町
で

の
笑
顔
の
歓
迎
や
、
五
十
崎
小
学
校
の

元
気
な
挨
拶
を
踏
ま
え
、
笑
顔
の
ま
ち

づ
く
り
の
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
や
学
校
で

の
指
導
状
況
を
問
う
。

 

全
職
員
へ
接
遇
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
周

知
し
、
各
種
研
修
で
対
応
力
向
上
に
努

め
る
が
、
苦
情
に
は
真
摯
に
対
応
す
る
。

学
校
で
は
道
徳
の
授
業
や
児
童
生
徒
の

委
員
会
活
動
を
通
じ
挨
拶
運
動
を
展
開

し
て
い
る
。

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

 
上
水
道
の
耐
震
化
や
施
設
整
備
を

進
め
る
と
と
も
に
、
未
普
及
地
域
は
内

子
町
飲
料
水
供
給
施
設
整
備
事
業
補
助

金
の
活
用
を
促
す
。

　

現
在
の
50
人
以
上
を
基
本
と
し
た
整

備
に
加
え
、
50
人
以
下
の
地
域
も
視
野

に
入
れ
、
上
水
道
未
普
及
地
域
解
消
計

画
を
策
定
し
、
地
域
の
実
情
や
財
政
状

況
を
踏
ま
え
た
整
備
を
進
め
る
。

　

里
山
で
も
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
水
環

境
が
整
い
、
高
齢
に
な
っ
て
も「
内
子
町

に
住
ん
で
よ
か
っ
た
」と
実
感
で
き
る
日

が
来
る
こ
と
を
願
い
、
質
問
を
終
え
た
。

一
般
質
問
の
映
像
配
信
は

こ
ち
ら
か
ら

下
しもの

野　安
やすひこ

彦　議員山
やまもと

本　　徹
とおる

　議員 27

11

個人で設置した水道施設

笑顔で対応してま〜す安全で安心な水をすべての町民へ

急峻な棚田での作業は大変
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　７月６日、内子小学校の児童が内子町議会議事堂
を見学にやってきました。
　はじめに、議会の役割について説明を受けました。
　議会は、学校でいう「学級委員会」のように、町民
の代表である議員が集まり、町をより良くするため
に話し合う場で、議会が町のお金の使い方や町のルー
ルを決める大切な役割を担っていることを学びまし
た。

　その後は、議場にある名札や時計、マイク、カメ
ラなどを探す「議場探検」を実施。普段は見る機会の
少ない議場を興味深く見学していました。
　最後にはクイズが行われ、１位になった児童は議
長席に座り、議長と一緒に記念撮影を行ったり、開
始のブザーを鳴らす体験をしました。
　子どもたちに楽しみながら、議会を身近に感じ、
学んでもらうよい機会となりました。
　今回の見学が、将来、議会やまちづくりに関心を
持つきっかけとなることを期待しています。

探検！発見！内子小学校３年生議場見学探検！発見！内子小学校３年生議場見学

議場を探検しながら、議会の仕組みを学びました。
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令
和
８
年
５
月
20
日
か
ら
21
日
に

か
け
て
、
福
岡
県
大
刀
洗
町
議
会
お

よ
び
佐
賀
県
上
峰
町
議
会
を
視
察

し
、
議
会
広
報
及
び
議
会
運
営
に
つ

い
て
研
修
を
行
っ
た
。

大
刀
洗
町
議
会

　
全
国
広
報
コ
ン
ク
ー
ル
で
10
年
連

続
入
賞
す
る
議
会
広
報
に
つ
い
て
視

察
し
た
。住
民
に
読
ま
れ
る
広
報
は
、

議
会
活
動
を
分
か
り
や
す
く
伝
え
る

こ
と
が
基
本
で
あ
り
、
一
般
質
問
で

「
検
討
す
る
」と
し
た
事
項
を
継
続
し

て
検
証
・
公
表
す
る
取
組
な
ど
を
学

ん
だ
。

上
峰
町
議
会

　
訪
問
時
に
は
、
正
副
議
長
や
議
会

事
務
局
職
員
の
方
々
に
横
断
幕
で
迎

え
て
い
た
だ
き
、
庁
舎
内
で
も
多
く

の
職
員
か
ら
笑
顔
と
拍
手
に
よ
る
歓

迎
を
受
け
る
な
ど
、
心
温
ま
る
お
も

て
な
し
に
感
銘
を
受
け
た
。

　
「
住
民
の
声
を
届
け
る
こ
と
は
議

員
の
役
割
」と
の
共
通
認
識
の
も
と
、

専
門
用
語
を
避
け
た
分
か
り
や
す
い

情
報
発
信
や
、
新
人
議
員
も
自
由
に

発
言
で
き
る
議
会
運
営
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。

　
今
回
の
研
修
で
、
住
民
目
線
の
広

報
や
活
発
な
議
会
運
営
の
重
要
性
を

学
ん
だ
。
今
後
の
議
会
活
動
や
議
会

広
報
に
生
か
し
て
い
き
た
い
。

議
会
広
報
常
任
委
員
会
研
修
報
告

議
会
広
報
常
任
委
員
会
研
修
報
告

議会広報の編集手法を学ぶ

念願の議長席！　開始のブザーを鳴らす体験

心のこもったおもてなしに感激

ＱＲコードの使い方（かんたん４ステップ！）
カメラを起動
スマートフォンの
カメラアプリを
起動します。

1 QRコードを
画面に映す

QRコードをカメラに
映るようかざします。

2 表示された
URL等をタップ

3
画面に表示されたURL や
バナーをタップ（押す）
します。

一般質問の
動画が見られます

4
議会の一般質問の
動画が再生されます。

こちらのＱＲコードから
一般質問の動画をご覧いただけます

こ ん な と き は ？

ＱＲコードで
議会をもっと身近に！
   みなさん、議会だよりをご覧いただいていますか。

　紙面では限られた内容しか掲載できませんが、スマートフォンやタブレットで

ＱＲコード（二次元コード）を読み取ると、一般質問の動画など、より詳しい内容

をご覧いただけます。

　ぜひＱＲコードを活用して、議員の活動や町政への提案についてご覧ください。

？ カメラを向けても反応しない
・QRコード全体が入るようにかざしてください。
・明るい場所でお試しください。

？ QRコードが読み取れない
・ピントが合っているか確認してください。
・ケースや汚れで読み取れないことがあります。

？ 音が出ない
・スマートフォンの音量を確認してください。
・マナーモードになっていないか確認してください。



８日	 議会運営委員会
15日	 全員協議会
17日	 第76回全国植樹祭えひめ2026
19日	 行政視察受入れ（北海道上富良野町議会）
20日〜21日	 議会広報常任委員会行政視察研修（福岡県大刀洗町、佐賀県上峰町）
25日	 議会運営委員会
26日	 町村議会議長・副議長研修会（東京）〈議長・副議長〉　
　 
３日〜16日	 内子町議会６月定例会
３日 	 議会広報常任委員会
８日	 総務文教常任委員会、産業建設厚生常任委員会
９日	 予算決算常任委員会、 全員協議会、議会運営委員会
19日	 議会改革特別委員会
25日〜30日	 内子町・ローテンブルク市姉妹都市盟約締結15周年記念事業
	 ローテンブルク市への派遣団参加（ドイツ）〈議長〉
30日	 議会広報常任委員会

６日	 内子小学校議場見学
７日〜８日	 愛媛県町村議会議長会第２回全員協議会（上島町）〈議長〉
13日	 議会広報常任委員会
	 行政視察受入れ（滋賀県高島市）
17日	 全員協議会
28日〜29日	 総務文教常任委員会行政視察研修（茨城県阿見町、五霞町）
30日	 産業建設厚生常任委員会視察研修

内子を未来へつなぐ議会　
住民課　山

やまもと
本　芽

めい
生

　新規採用職員として、内子町議会 6 月定例会一
般質問を傍聴する機会をいただきました。議会傍聴
は初めての経験でしたが、町政への理解を深めると
ともに、行政職員としての役割について考える大変
貴重な機会となりました。
　議会では、学校の統廃合や棚田などの景観保全、
水道インフラの整備など、生活に密接に関わる様々
な課題について、現在の対応だけでなく、内子町の
歴史や文化を守りながら将来につなげていく視点で
活発な議論が行われていました。議員の皆様からは
住民の立場に立った質問や提案がなされ、それに対
して理事者の方々が現状や今後の方針について丁
寧に説明されており、議会が町の課題について議論
する重要な場であることを実感しました。
　特に学校の統廃合については、児童生徒の教育環
境の充実という観点と地域コミュニティの維持とい

う観点の双方から慎重に
検討する必要があり、そ
の難しさを改めて認識し
ました。また、人口減少
や少子高齢化が進む中で、
地域の文化や産業をどのように守り、次世代へ引き
継いでいくかという重要な課題についても考えさせ
られました。
　今回の傍聴を通じて、行政が住民生活と密接に関
わっていることを改めて実感するとともに、地域の
皆さんの声に耳を傾け、その声を行政運営に反映し
ていくことの重要性を学びました。私も住民課職員
として日々の業務を通じて地域への理解を深めなが
ら、町民の皆さんが安心して暮らせるまちづくりに
貢献できる職員を目指していきたいと思います。　

傍聴席から

議会の
主な活動

　

今
回
の
調
査
は
、
小
田
地
区
・
本
川

の
大お
お
つ
か塚
一い
ち
ろ
う郎
氏（
63
歳
）
へ
の
イ
ン
タ

ビ
ュ
ー
を
質
問
形
式
で
紹
介
し
ま
す
。

※

は
委
員
に
よ
る
質
問
、

は
大
塚
氏

の
回
答
を
表
し
ま
す
。

 

農
業
の
後
継
者
と
な
る
き
っ
か
け

に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。　

 

高
校
卒
業
後
、
家
業
の
原
木
椎
茸

の
技
術
を
学
ぶ
た
め
、
鳥
取
県「
日
本

菌き
ん
じ
ん蕈
専
門
学
校
」
に
入
学
。
２
年
間
学

び
椎
茸
指
導
員
取
得
後
、
大
分
地
方
で

９
年
間
勤
務
し
、
高
度
な
技
術
を
習
得
。

古
里
・
内
子
へ
Ｕ
タ
ー
ン
し
、
後
継
者

と
し
て
家
業
を
継
承
し
ま
し
た
。

 

９
年
間
の
指
導
員
時
に
家
業
は
原

木
椎
茸
を
生
産
し
て
い
ま
し
た
か
。

 

原
木
椎
茸
を
生
産
し
て
い
ま
し
た

が
、
中
国
産
の
進
出
に
よ
り
価
格
が
暴

落
し
、
赤
字
経
営
と
な
り
ま
し
た
。
そ

こ
で
両
親
は
高
原
ト
マ
ト
へ
切
り
替
え
、

ビ
ニ
ー
ル
ハ
ウ
ス
23
棟
を
建
設
。
品
種

「
桃
太
郎
」
を
栽
培
し
、
農
業
経
営
の
基

盤
を
築
き
ま
し
た
。

　

そ
の
頃
、
両
親
の
高
齢
化
と
人
手
不

足
が
重
な
り
、
良
い
機
会
と
思
い
、
一

家
で
Ｕ
タ
ー
ン
。
帰
省
後
は
原
木
椎
茸

と
ト
マ
ト
の
生
産
に
奮
闘
し
ま
し
た
。

 

米
生
産
を
始
め
ら
れ
た
理
由
を
お

聞
き
し
ま
す
。

 

私
が
帰
省
し
た
頃
は
、
田
園
の
圃

場
整
備
が
進
み
、
生
産
者
も
若
く
活
気

の
あ
る
地
域
で
し
た
。

　

し
か
し
、
年
々
高
齢
化
と
後
継
者
不

足
で
荒
れ
た
農
地
が
増
え
、
こ
の
ま
ま

で
は
地
域
が
荒
廃
し
て
し
ま
う
と
い
う

危
機
感
が
、
耕
作
面
積
を
広
げ
る
き
っ

か
け
と
な
り
ま
し
た
。
そ
の
後
、
毎
年

耕
作
面
積
を
拡
大
し
、
現
在
の
規
模
に

な
り
ま
し
た
。

 

現
在
の
経
営

状
況
と
今
後
は
。

 

現
在
の
経

営
は
、
椎
茸
原
木

４
０
０
０
本
・
ト

マ
ト
４
３
０
０
本
・

米
８
ha
を
家
族
で

経
営
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
を
含
む
数

人
を
雇
用
し
、
私

は
原
木
椎
茸
と
水

稲
、
妻
と
娘
は
ト

マ
ト
の
収
穫
を
担
当
し
て
い
ま
す
。

　

ト
マ
ト
は
収
穫
期
で
す
が
、
カ
ラ
ス

や
ハ
ク
ビ
シ
ン
な
ど
の
害
獣
と
の
戦
い

に
四
苦
八
苦
し
て
い
ま
す
。
釣
り
用
テ

グ
ス
や
網
で
対
策
し
て
い
る
も
の
の
侵

入
さ
れ
、
実
の
損
傷
被
害
が
続
い
て
い

ま
す
。

　

今
後
の
農
業
経
営
は
、
私
自
身
の
高

齢
化
も
見
据
え
、
現
状
の
規
模
を
維
持

し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。
一
方
で
地

域
の
高
齢
化
や
耕
作
放
棄
地
の
増
加
を

懸
念
し
て
お
り
、
人
材
確
保
が
で
き
れ

ば
規
模
拡
大
も
検
討
し
た
い
で
す
。

　

ご
協
力
い
た
だ
い
た
大
塚
農
園
の
皆

様
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
今

後
の
ご
活
躍
を
願
っ
て
い
ま
す
。
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植菌後、並べられた椎茸の原木

青々と育つ水田

親子で育てた、自慢のトマト

編集委員の調査・レポート
　　　　（西口　邦彦委員）

〜未来へつなぐ農業への挑戦〜

大塚農園の取り組み



【議会広報常任委員会】
委 員 長／下野　安彦
副委員長／西口　邦彦
委　　員／向井　一富
委　　員／城戸　　司
委　　員／松田　　修
委　　員／酒井　勝也

次の定例会は９月２日（水）開会予定です。 1818令和８年８月発行令和８年８月発行
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　今議会で議会改革特別委員会が設置され、同日選挙など身近な提
案が進められます。より町民の声を反映した開かれた議会を目指し
ますので、ご意見をお寄せください。
　酷暑が続く予報です。皆様、こまめな水分補給を心がけ、どうか
ご自愛ください。 　　　　　　　　　　　　　　　　（酒井　勝也）

実りを支える家族の絆
宮
みやおか

岡　章
あきら

さんご一家
　表紙の写真は、石畳東地区の宮岡さん一家が栽培中のキュウ
リ園の前で勢ぞろい。今では珍しい４世代同居の大家族です。
　宮岡さんは、肱川流域で盛んに栽培されている夏

かしゅう

秋キュウリ
（夏から秋にかけて路地栽培）を育てています。
　内子町は愛媛県内でも屈指の産地で、宮岡さんは５アールの
園地で栽培されています。
　ご主人の章

あきら

さんは「キュウリは繊細な植物で、虫の害・病気・
水管理に細心の注意を払っています。雨が続くと病気になりや
すいし晴天が続くと潅水と、天候に非常に気を付けています」
と管理の行き届いたキュウリ園で説明をしていただきました。
　和気あいあいとにぎやかな大家族。お孫さんに囲まれて妻の
久
くみか

美香さんと共に家族の中心として頑張っておられます。

　一般質問では、空き家や耕作放
棄地の景観対策が取り上げられた
が、町の答弁は所有者や地域への
普及啓発にとどまった。放置が増
えている現状を踏まえ、より踏み
込んだ議論や具体的な対策を示し
てほしいと感じた。　　　　　　 （60代　男性）

　人口減少・高齢化により空き家や放置され
た田畑が点在し、一部では住民が私有地の草
刈・雑木伐採等の対策を行っている地域があ
りますが、内子町全体で抱えている大きな課
題となっています。
　早急に対策方法の検討を進めてまいります。

　モニター様や町民の方々の意見や感想を通
じて、本誌が議会を身近に感じるきっかけと
なったことは大変励みになります。
　これからも町民の皆様に議会への関心をよ
り深めていただきながら、さらに親しみやす
く、分かりやすい誌面作りに努めてまいりま
す。この度は貴重なご感想をありがとうござ
いました。

　町民の方からの質問に答える
特集が印象に残りました。町民と
議会の距離が近く感じられ、議会
への親しみにつながると感じま
した。また、傍聴した方の声を掲
載することで、議会への関心を高
める工夫だと感じました。         （20代　女性）

【議会だより】町民のみなさんより貴重なご意見が届いています。

キュウリの手入れを行う宮岡さん


